
くらしの相談所通信 3月号(2018年) 
今月の特集: いろいろな地域活動 

岸和田の小地域ネットワーク活動「リビングほしがおか」を紹介します。

「リビングほしがおか」で実施されている
小地域ネットワーク活動のテーマは、「一

人を大切に。安心とふれあいの町づくり」

であり、 ①専門職によるランチミーティン

グ、②買い物難民支援として朝市および

日用品の

販売、③

まちかど

保健室、

④あんし

んネットワ

ーク活

動、⑤ふ

れあい訪

問、⑥災害対策、⑦子どもの見守り隊、⑧

認知症の方への見守り連絡、⑨生活困窮

者自立支援事業、⑩DANCHIカレー亭

(子どもだけが対象ではない子ども食堂み

たいなもの)、⑪喫茶コーナー等の活動が

あります。私が注目したのは、「リビングほ

しがおか」で、専門職発信ではなく住民発

信によって、先駆的に専門職とかかわり、

ランチミーティングという場所を作っている

ところです。 

ひとりぐらしの高齢者に対する小地域ネッ

トワーク活動のふれあい訪問から体調不

良が判明し、訪問員と専門職が顔の見え

る関係であったことにより、必要な介護保

険制度および日常生活自立支援事業の

利用につなぐことができた事例が明らかと

なりました。 

鶴ケ丘のピンポン食堂(子ども食堂)さん

では南田辺住宅集会所での食堂を開始

しています。団地集会場とあって場所は

広く、子どもたちものびのびとしています

が、調理ができないことや食器や遊具ま

ですべて持参しなければならず課題も多

いです。しかし、パワフルな津守さんが子

どもたちを見守り、お母さんの話を聞いた

り、子どもたちと遊んだりと楽しい空間を

作っています。

くらしの相談所の近況 

〇ボランティアの組織化 

29年 4月より地域の中学に通うことになった障がいを持つお子さんを支援すべく、移動支

援を保健福祉課に交渉したり、学校支援ボランティアを画策したりしましたが、どれもらちが

あかず、秋を迎えていました。そんな中ピンポン食堂の方から支援者をご紹介いただき、ボ

ランティアとして組織化するかすることができ、登校支援

をしていただいています。本当にありがとうございました。 

また、4月より開始予定の育児支援のボランティア活動に

新たに 2名の参加者を得て始動させることができていま

す。 

〇金剛山に登ってきました 

私事ですが、交通事故後 5年ぶりに金剛登山に行ってき

ました。登れるかなと不安でしたが、何とか登ることができました。 

くらしの相談所からのお知らせ 

夜のなんでも相談会行います。毎月第 2水曜日 6:00 PM ～ 8:00 PM 

於：鶴ヶ丘駅すぐ近くの趣味の店「藍朱」2階です。予約はいりません。お電話くだされば鶴

ケ丘駅までお迎えに行きます。 

福祉従事者の方へ：社会福祉のことを研究してみよー！という勉強会やってます。参加自由です。 

 


